
◎
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
法
律
第
一
五
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
二
年
三
月
一
七
日
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委

員
会

）

○
長
妻
国
務
大
臣

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

現
在
、
我
が
国
で
は
、
雇
用
失
業
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
特
に
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
や
雇
用
保
険
財
政
の
安
定

的
な
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
、
雇
用
保
険
の
財
政
基
盤
の
強
化
等
を
図
る

た
め
に
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
は
、
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
一
般
被
保
険
者
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
週

の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て
三
十
一
日
以
上
雇
用
見
込

み
の
方
に
つ
い
て
は
、
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
に
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
事
業
主
が
被
保
険
者
資
格
取
得
の
届
け
出
を
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
二
年
以
上
前
の

時
期
に
、
賃
金
か
ら
雇
用
保
険
料
を
控
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
場
合
に
は
、
事
業
主
が
届
け
出
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
所
定
給

付
日
数
が
短
く
な
る
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
行
制
度

に
お
い
て
遡
及
可
能
な
二
年
を
超
え
て
遡
及
し
て
適
用
で
き
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

第
二
は
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

で
あ
り
ま
す
。

二
年
を
超
え
る
遡
及
適
用
の
対
象
と
な
っ
た
方
を
雇
用
し
て
い
た
事
業

主
が
、
事
業
開
始
時
に
必
要
な
保
険
関
係
成
立
の
届
け
出
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
料
の
徴
収
時
効
で
あ
る
二
年
経
過
後
に
お
い
て

も
保
険
料
を
納
付
で
き
る
こ
と
と
し
、
厚
生
労
働
大
臣
は
そ
の
納
付
を
勧

奨
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
し
た
雇
用
対
策
の
実
施
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
二
事

業
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
弾
力
変
更
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
原
則
の

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
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千
分
の
三
・
五
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
は
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

雇
用
保
険
二
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
、
雇
用
調
整

助
成
金
等
の
た
め
に
必
要
な
額
に
つ
い
て
、
失
業
等
給
付
に
係
る
積
立
金

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
暫
定
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
遡
及
適
用
に
関
す
る
部
分
は
、
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
九
カ
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
新
た
に
非
正
規
雇
用
の
方
、
最
大
で
二
百
五
十

五
万
人
が
雇
用
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
）

○
藤
村
修
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過

及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
、
非
正
規
労
働
者

に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
、
雇
用
保
険
の
財
政
基
盤

の
強
化
等
を
図
る
た
め
に
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て
三
十

一
日
以
上
雇
用
見
込
み
の
者
に
つ
い
て
は
、
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
す

る
こ
と
、

第
二
に
、
事
業
主
が
届
け
出
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
雇
用
保
険

に
未
加
入
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
二
年
を
超
え
て
遡
及
し
て
適
用
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
、

第
三
に
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
二
事
業
の
保
険
料
率

に
つ
い
て
は
、
弾
力
変
更
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
原
則
の
千
分
の
三
・
五

と
す
る
こ
と
、

第
四
に
、
雇
用
保
険
二
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
、

雇
用
調
整
助
成
金
等
の
た
め
に
必
要
な
額
に
つ
い
て
、
失
業
等
給
付
に
係

る
積
立
金
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
暫
定
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る

こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
三
月
十
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
が
行
わ

れ
、
同
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
十
七
日
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

を
聴
取
し
た
後
、
質
疑
に
入
り
、
昨
日
質
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
自
由
民
主
党
・
改
革
ク
ラ
ブ
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
五



け
る
失
業
等
給
付
に
係
る
雇
用
保
険
料
率
を
千
分
の
八
と
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
、
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
修
正
案
に
つ
い
て
内
閣
の
意
見
を
聴

取
い
た
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
原
案
及
び
修
正
案
に
つ
い
て
討
論
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
、
本
案
は

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
）

○
柳
田
稔
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
、
非
正
規
労

働
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
、
雇
用
保
険
の
財
政

基
盤
の
強
化
等
を
図
る
た
め
に
被
保
険
者
の
要
件
の
見
直
し
等
所
要
の
措

置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
拡
大
の
意

義
、
効
果
及
び
妥
当
性
、
マ
ル
チ
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
の
実
態
調
査
及
び
適

用
方
策
を
検
討
す
る
必
要
性
、
雇
用
保
険
に
係
る
財
政
運
営
の
見
通
し
等

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承

知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
自
由
民
主
党
・
改
革
ク
ラ
ブ
を
代
表

し
て
衛
藤
晟
一
理
事
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
失
業
等
給
付
に

係
る
雇
用
保
険
率
を
千
分
の
八
と
す
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
国
会

法
第
五
十
七
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
い
て
内
閣
か
ら
意
見
を
聴
取
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
反
対
で
あ
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

次
い
で
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
自
由
民
主
党
・
改
革
ク
ラ
ブ

を
代
表
し
て
石
井
準
一
委
員
よ
り
修
正
案
に
賛
成
し
、
原
案
に
反
対
す
る

旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
本
法
律

案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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